
さまざまな要素が絡み、関心を持つことが難しいと言われている環境問題も、気づきさえあれば、
人々の無関心を関心へと導くことができる―。そんなコンセプトで若者向け環境啓発活動が続けられ
ている。「かんきょうデザインプロジェクト」（横浜市中区）主催による「かんきょう文化祭」だ。
フォトコンテスト、リメイクファッションショー、かんきょうコンサートの三つを柱に、資源循環の
プロセスなどを体験しながら、成果を披露してもらう。同プロジェクトの武松昭男さんに、このイベ
ントに込めた思いなどについて話を伺った。

武松さんは、横浜市資源リサイクル事業協
同組合で、小学生を対象にした「環境絵日
記」にかかわってきた。子どもが作品を一
つ出せば、父母、祖父母と環境に関する会
話が増え、展示会場に見に来て、われわれ
の業界にも目を向けてくれるというのが、
その目的だ。
環境について考える機会は、小学校では授
業でも取り上げられ、少なくないが、中
学・高校生になると減ってしまう。

大学生や大人になるとまた増えるが、中学・高校生は受験
時期も絡んで、すっぽり抜けてしまう年代だ。そこで考え
ついたのが、中高生のためのかんきょう「組写」フォトコ
ンテスト」だった。

２０１０年、活動のためのグループを立ち上げ、最初は高
校生が対象だったが、後に中学生に広げた。

地球環境や３Rをテーマに、４５文字以内のタイトルを添え
た組み写真や４００文字以内の文章を添えた単写真でス
トーリーをつくるというもの。技術を競う写真コンテスト
は多数あるなかで、こちらは面白さを大切にする内容だ。
「自分が気づいた課題を、若者ならではの視点で切り取り、
自由に表現してほしい」という思いを込めている。



例えば、みなとみらいの観覧車のきらびやかな人工的な明かりと、鎌倉のお寺の石畳に差す自然の光
を組み合わせた写真では、どちらもきれいだが、私たちは大切なものを失ってはいないだろうか、と問
うメッセージが添えられていた。

ルービックキューブの一部が崩れ、木が写っている写真では、自然環境にしろ、生活環境にしろ、守れ
るのは人間だとの主張を込めている。

一次選考を通過した「組写」部門と「メッセージ」部門の作品が２日間展示され、会場を訪れた一般市
民が投票する。中・高校生のさまざまな視点や感性の作品に触れることで、観覧者が環境についてあら
ためて考え直す機会になっている。２日目の投票終了後に開票・集計作業を行うため、毎回、ハラハラ
ドキドキの表彰式になる。

また、単にコンテストを実施するだけでなく、廃棄物処理場などの現場ツアーのほか、食品リサイク
ルやエネルギーの地産地消を考えるセミナーを開くなど、資源循環に対する意識を高める機会も設けて
きた。

リメイクファッションショーでは、前段階として、ショーに参加する、デザイン専門学校生や高校の家庭
部・ファッション部の生徒たちと一緒に、繊維リサイクル会社の古着工場へのツアーを実施。古着を見せ
てもらいながら、リメイク、アップサイクルへのイメージを高めてもらっている。

古着の柄を生かして出来上がった作品は、アイデア
と工夫にあふれ、組み合わせる素材の一つ一つにス
トーリーがある。素材にどんな思い出があったのか、
思いをはせることで、作品の味わいがぐっと増す。

ファッションショーでは、制作者本人や子どもたち
がランウェイを凜とした姿勢で歩くと、古着からよ
みがえった服がより華やかに感じられ、会場が一体
となって盛り上がる。２０２３年は９２歳女性から
の応募もあった。
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武松さんは「このイベントは、組織を組ん
で、年々拡大を続けなければいけないとは
考えていない」と話す。１回１回、その都
度、協力してくれる人に声を掛けて、集
まってもらっているという。

「若い人が環境に大事なものは何かを考えるとともに、
変化を起こす主体者になってほしい。この文化祭が何
らかの行動につながるきっかけになれば」と武松さん
は積極的な参加を呼び掛ける。

次回のかんきょう文化祭は、２０２５年３月２２、２
３の両日、みなとみらい駅の「みらいチューブ」で開
催の予定で、フォトコンテストの作品は１１月から募
集する。

かんきょうコンサートでは、個性ある楽曲やMCを通して、一人一人が環境の課題に対し、何ができ
るかを会場にいる人と一緒になって考える時間となっている。

アップサイクル広場では、不要になった製品にアイデアやデザインをプラスし、新たな付加価値を
持たせて再利用するワークショップが展開されている。


